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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

京都東山の芭蕉堂で毎年のごとく発刊された『花供養』を全冊にわたって翻刻し、近世後期の京都および

全国の俳諧の実態を明らかにする。同資料は、近世後期のおよそ 100 年間、作者はおよそ全国に及ぶた

め、近世後期の日本、特に京都の俳諧史資料として有効である。このため、これによって江戸時代の俳諧

と近代俳句との連続性あるいは非連続性の検証をおこなうことを目的とする。翻刻データは、すでに公開さ

れている原本デジタル画像と同時に参照できるようにし、研究者間の共有を図る。2017 年度より、対象を

『花供養』以外の芭蕉顕彰資料に広げており、当年度も引き続き調査を実施するほか、必要に応じてデジ

タル化を実施する。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

花供養のテキストデータの精査を行った。これについては、2021年度に刊行した『花供養翻刻集成Ⅰ』

の続編として『花供養翻刻集成Ⅱ』の準備を進捗させた。また、近世後期の芭蕉顕彰俳諧資料の収集と

考察を行い、『淀藩士連中と芭蕉顕彰俳諧―畑吟風俳諧資料と京俳壇―』を刊行した。同書は過年度の著書と

同様、ARC のデータベース（近代書籍データベース）や、ARC のサーバ上にあるウェブサイト

（http://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/hanakuyo/）からも閲覧可能である。 
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6. 研究業績 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 
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竹内千代子編『淀藩士連中と芭蕉顕彰俳諧考─畑吟風俳諧資料と京俳壇─』（2022 年 2 月、135 頁） 
https://www.dh-jac.net/db1/mbooks/ARCX000634/portal/ 
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